
第 954 回 例会 Ｎｏ．４６ 平成２７年６月１８日（木） 晴

■ ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞﾞ 「それでこそロータリー」

■ 出席報告 会員５４名中３１名出席

■ 出席率

■ 修正出席率

■ スピーカー

５９.６２％   出席計算人数５２名

６月４日  ９５.９２％

会長・幹事ほか

会長挨拶

ニコＢＯＸ
●今年度の通常例会は今日が最後です。

皆さん、一年間どうも有難うございました。

永井会長、矢野幹事、山鳥、林、松尾、渡邉、西川、

小原、若原、伊藤、古川、安江、大附、後藤、田中、亀井、

立石、高山、有沢、長谷川、水野、恵利、吉田、上野

（敬称略）

さん 永井会長、矢野幹事、お疲れ様でした。岩田

田島さん 永井会長、矢野幹事、一年間ありがとうござい

ました。２年前、安江さんのお店で永井さんが会長になる

とお聞きした時は驚きました。あれから２年、とてもなつ

かしい思い出です。

●ネパール地震災害義援金 長谷川さん以下７名

本日合計 ６６，０００円

退任挨拶

会長・幹事始め、本日ご出席の地区委員、クラブ委員長

の方から一年を振り返ってお話頂きました。

（以下抜粋）

●地区奨学基金・学友・平和フェローシップ委員 長谷川龍伸

入会者 10 名に対し退会者が少なかった事は、クラブが

楽しいという事で、永井会長の功績を讃えます。

●地区国際奉仕委員 高山 進

まずはクラブロータリー研修委員長として、ロータリーミ

ーティングに多数の出席を頂きました事に感謝します。

地区国際奉仕委員会は、地区で一番活発な委員会と言

われています。タイ・チェンマイの学校にバレーボール

のコートを寄付し、その視察に私も同行しました。台湾で

は、生糸教室を支援しその開所式に参加しました。また、

WFF の収益金は、カンボジアでの水道施設の寄付に使

われました。

●ロータリー財団委員長 亀井克典

今年度の財団寄付は、皆さんからの一万円に加え 20 周

年記念事業で 20 万、矢野さんと岩田さんから 1000 ドル

寄付を頂き、総額8980ドル、一人あたり169ドルとなりま

した。また、長年の積立で多くの方が PHF、MPHF となら

れました。ご協力有難うございました。

●社会奉仕委員長 若原正幸

市内 25RC 社会奉仕のホストクラブを努め、社会奉仕と

はこんなに活発に活動をしているのかと認識を新たにし

ました。当クラブも、長年地道に活動している継続事業

が有り、地区社会奉仕委員会より表彰して頂きました。

☆☆例会のご案内☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

◎６月２５日（木）第９５５回例会 例会変更

  「会長幹事慰労夜間例会」18：30～安江にて

◎７月２日（木）第９５６回例会 「クラブフォーラム」

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
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第 953 回 例会 Ｎｏ．４５ 平成２７年６月１１日（木） 晴

■ ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞﾞ 「我等の生業」

■ 出席報告 会員５４名中２６名出席

■ 出席率

■ 修正出席率

■ スピーカー

■ ゲスト

５２.００％   出席計算人数５０名

５月２８日  ９６.００％

加藤真広様

大附さんゲスト 甲斐裕章様

会長挨拶

６月１１日ニコＢＯＸ
●本日はアスレティックトレーナーの久保田真広様を卓

話にお招きしています。久保田様、ようこそお越し下さい

ました。会員一同心より歓迎申し上げます。本日はどうぞ

宜しくお願い申し上げます。

永井会長、矢野幹事、岩田、安江、西川、伊藤、小原、

若原、後藤、安藤、大附、田中、小菅、水野、恵利、有沢

（敬称略）

河原さん ６月３日に母が亡くなりました。享年９９歳で長

生きしてくれました。家族葬を無事済ませました。

大塚さん 来期はニコ BOX 要員にならないように元気に

出席したいと思います。

武山さん 今日はFM三重で午後１時から７時まで生放送

をしていますのでお休みします。帰りにカーステレオでぜ

ひ、78.9 メガヘルツに合わせて聞いてみて下さい。

●ネパール地震災害義援金 永井会長以下１４名

本日合計 ６１，０００円

卓 話

「こころと身体の関係」

㈱カロ 代表取締役 久保田真広

各プロスポーツ選手のトレーナーをされています。

ハイライトよねやま 183号②

（米山記念奨学会ニュース WEB より抜粋）

●2015-16 年度よねやま親善大使-4 人の大使が大活躍-

6 月 1 日、第2 代よねやま親善大使オリエンテーション

を開催し、新しい親善大使へロータリーや米山記念奨学

事業について研修を行ったほか、初代親善大使の楊さ

んから先輩からの体験談を話していただきました。

翌 2 日の理事会開催前にはよねやま親善大使の任命

式が行われ、全国各地区の理事の前で、小沢理事長か

ら委嘱状が手渡されました。また、この 6 月で退任する

初代よねやま親善大使・尤銘煌さんには感謝の盾が贈

られました。尤さんの 2 年間にわたる活躍に感謝申し上

げます。2015-16 年度は 4 人のよねやま親善大使が米

山記念奨学事業をＰＲします。地区の米山関連行事にぜ

ひお呼びください。招へいのご相談は当会事務局広報

担当まで。どうぞよろしくお願いいたします。

左からスチッタ・グナセカラさん(スリランカ)、于咏さん(中国)、

金福漢さん（韓国）、楊小平さん（中国）

●理事会開催報告-来年４月採用数は 740 人に決定-

6 月2 日に開催された第9 回理事会には、全国から 26 

人の理事と監事 2 人が出席しました。

主な議題として、2015 年度事業計画および収支予算が

承認されたほか、2016 学年度の奨学生採用数と募集要

項、奨学金給与規程の改定案などが原案通り承認され

ました。質疑応答や意見交換の時間には、事業全般に

関わるさまざまな意見が出され、活発な意見交換が行わ

れました。本理事会での承認を受け、2016 年 4 月採用

の奨学生数は、昨年度から続く堅調な寄付実績を反映し、

前年度比20 人（枠）増の740 人（枠）とすることが決定し

ました。

●ネパール復興を願って-関西米山学友会が募金活動-

第2660 地区（大阪府）で 5 月5 日、「第 44 回中之島ま

つり」とタイアップした「ロータリーフェスティバル」が開催

されました。これは、同地区 82 クラブのほか、ローター

アクトクラブや米山奨学生・学友らが集結し、愛のパレー

ドや危険ドラッグ撲滅サミット、国際フォーラムなどを行っ

て、ロータリーを内外に広くＰＲするイベントです。

関西米山学友会ではこの日、ネパール大地震の復興支

援のための募金活動を実施。学友15 人、現役米山奨学

生 7 人と地区米山奨学委員が協力し、手作りの募金箱

を持って市民に支援を呼び掛けました。会長の何玉翠さ

んはこの活動を決意したきっかけについて「ネパールに

はたくさんの米山学友がいます。ネパール学友の故郷

は、私たちの故郷だからです」と、述べています。「“ネパ

ール大震災復興支援募金をお願いします！”と大声で叫

びながら、中ノ島公園、中央公会堂をひたすら歩き回り、

頭を下げて、頑張りました。1 日も早いネパールの復興

を願い、一致団結して懸命にやりました！この思いがネ

パールに届きますように……」。470,853 円が当会を通

じてネパール米山学友会へ届けられます。関西米山学

友会は 7 月 5 日の総会でも、第 2 弾の募金活動を行う

予定とのことです。


